
2019年9月に外務大臣に就任してから2年が経ちます。この間、世界45ヵ国

（最後に各訪問国を表示）を歴訪しました。直近でも、5月にはG7外相会合

でロンドンに、また先月はG20外相会合でイタリアに行ってきました。この

機会 に中東欧諸国やバルト三国も訪問し、各国首脳・外相等と30回の会談も

行いました。新型コロナ対応や国際情勢等について対面でじっくり話し合い、

非常に良い成果が出せたと思います。

最近、国際社会で日本の存在感が非常に高まっていると感じます。G7、

G20のような国際会議に参加しても、日本の外務大臣はかつての新参者では

ありません。今後も更に存在感を高める日本外交を進めていきます。

新型コロナ対応で、外務省としては、まず、海外にいる邦人の帰国支援

が大きな仕事でした。昨年1月末の中国・武漢からチャーター機を使った

邦人帰国オペレーョンに始まり、これまでに101ヵ国、1万2千人を超え

る邦人の帰国を支援してきました。

2021年5月6日 Ｇ7相会合 2021年6月30日 Ｇ20外相会合



そして何と言っても今、コロナの世界的拡大を抑える決め手となるのがワク

チンです。世界各国へのワクチンの公平な供給には、①ワクチンの生産、②

国際的な調達・分配、③各国での接種、この3つのフェーズでの支援が必要で、

日本は、特に②調達・分配と③接種の面で、国際貢献 を進めてきています。

特に日本は、ワクチンを各国に供給するため の国際的取組をリードしていま

す。6月2日には 日本がワクチン・サミットを主催し、各国首脳や 国際機関の代

表が参加する中、私が司会進行 役を務めました。このサミットでは、各国から

追 加の資金拠出が相次ぎ、年内に18億回分（途上 国人口の3割相当）のワクチ

ンを確保するため の資金目標を大きく超える額を確保しました。

ワクチンの現物供与の動きも加速しており、日本も国内接種の余剰分3,000

万回分を今後、海外に現物提供する方針です。その第1弾として、台湾に124

万回分、ベトナムに100万回分のワクチンを送り、大きな感謝の声が寄せられ

ています。今後は、東南アジア等の国々を中心に、途上国へのワクチン供与

も進めていきます。さらに、日本は、各国でワクチンを接種現場まで届ける

ため、ワクチンの保冷設備や運搬用車両の提供なども行っており、これまで

に100億 円の支援を進めてきました。

こうした日本の取組は各国から高く評価されています。国産のワクチンがま

だ開発されていない中でも、日本として相当工夫しながら、高い存在感を示

す国際貢献を進めています。

本年1月のバイデン政権発足後、ブリンケン 国務長官とオースティン国防

長官が初の外国 訪問先として選んだのが日本でした。同盟国との結束に

よって、より強い立場で中国に対峙するというバイデン政権の特徴がよく現れ

ていま す。そして、その同盟関係の中でも最重要なのが、日米同盟だというこ

とです。

日本が提唱した「自由で開かれたインド太平洋」は、広大なインド太平洋

地域で、法の支配に基づく国際秩序、活発な経済活動を促進し、地域の平和

と繁栄をもたらそうという構想で、国際連携の輪は着実に広がっています。

2021年6月2日 日本が主催したＣＯＶＡＸワクチンサミット(画面はテドロス事務局長)



中でも、日本、米国、豪州、インド4ヵ国による「QUAD」は、その中核を成すもので
す。2019年、私が外務大臣に就任した直後に初めて の4ヵ国外相会合が実現
し、そこから年１回のペースで外相会談を重ね、本年3月には初の「QUAD」首脳
会談の実現と、着実にステップ・ アップしています。また、その協力分野も、海洋
安全保障やインフラ整備から気候変動への対応、ワクチン協力と大きく広がって
います。

中国との関係は、競争、協力、対立（対峙）という様々な側面があります。この

中で、対峙すべ き分野としては、東シナ・南シナ海における一方 的な現状変更

の試み、香港情勢、新疆ウイグル自治区での人権状況などが挙げられます。

日米首脳・外相間やG7でも、中国に対しては 自らの経済規模にふさわしい責

任を果たすよう 求めていくこと、国際秩序に合致しない行動に 強く反対する

ことで一致しています。

もちろん、中国との適正なビジネスも考えな ければなりませんし、観光、環

境・省エネなど、協力を進められる分野もあります。しかし、人権の尊重、法の支

配等、基本的価値については絶対に譲るべきではありません。近隣国であっても

譲らないものは譲らない。日本のこのような明確な姿勢は、各国から高く評価さ

れています。

世界で保護主義や内向き志向が強まる中、日本は、TPP11以降、日EU・EPA、日

米貿易協定、日英EPA、RCEPなど、自由貿易の旗振り役としてリーダーシップを

発揮してきました。この分 野ではTPPのとりまとめやライトハイザー通商代表

との厳しい交渉を経た日米貿易協定の合 意など、私の名前も結構有名になり、

日本への 期待は非常に大きいと感じています。引き続き、日本が推進してき

た自由で公正な経済圏の 拡大に取り組みます。

2021年3月16日 日米安全保障協議委員会(「2＋2」) 2021年3月16日 日米外相会談

2020年10月6日 日米豪印外相会合 2021年3月13日 日米豪印首脳会議(オンライン形式)



2018年3月10日 TPP11協定署名式

2019年8月26日 日米首脳会談同席 2020年8月8日 日英包括的経済連携協定交渉

2019年9月24日 日米貿易交渉協議 2020年10月23日 日英包括的経済連携協定に署名

外務大臣として様々な海外要人と会談



2021年7月1日 日エストニア首相表敬 2021年7月17日 日グアテマラ外相会談




